
今月の表紙 一斉放水！～春の火災予防運動・防火パレードに参加した認定こども園の園児たちが模擬放水体験～

まちの話題 安全で安心なまちを目指して 交通安全推進町民大会を開催

温故知新

舞踊で元気に

共和 幾世橋 喜子 さん

特 集 私たちが担当です ４月から職員の配置が変わりました



階 段

→
１階へ

階 段

→
２階へ

私 た ち が 担 当 で す
４月から職員の配置が変わりました。お気軽に声をかけてください。
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西口

→議事堂へ

←
女
性
ト
イ
レ
へ

正面玄関

ロビー

応接室

◎教育委員会生涯学習課（議事堂１階）

教育長 宮管玲 生涯学習課長 小野寺祥裕
学校教育 （主査）丸尾（達）・仁部 （主任）土田（直） 津別小学校（主任技手）松木（繁）

◎学校給食センター 生涯学習課主幹 阿部勝弘 ［栄養教諭 谷本］

◎中央公民館 生涯学習課参事 藤原勝美
社会教育（主査）石川（波）・宮脇 （主任）尾路・安宅 （主任技手）荒川

（主事）岩松・高橋（次）［教育相談員 幾島］［図書司書 金山・浅野目］

◎児童館 ［臨時職員 佐藤（美）］［児童館専任指導員 百瀬］
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男性トイレ

設計図書室

コ
ピ
ー
室

保健福祉課長

川 口 昌 志

保健福祉課主幹

小 野 淳 子

主
任
技
手

島

田

主
事

松
本（
龍
）

主
査

佐
藤（
み
）

主
査

青

柳

主
事

上

原

主
事

石
川（
佳
）

主
事

河

野

主
査

竹

治

臨
時
職
員

田

中

主
事

成

田

主
査

松
橋（
美
）

主
査

土

井

主
任

織

田

保
健
師

山
本（
幸
）

保
健
師

渡
辺（
可
）

産業振興課参事

小 野 敏 明
産業振興課長・農委事務局長

横 山 智

産業振興課主幹

近 野 幸 彦

主
任
技
手

山
本（
篤
）

主
事

寺

田

主任

坂 井

主査

渡辺（新）

主査

山田（善）

主任技手

蒔 田

主査

石 崎

主査

丸尾（美）

主任技手

相 内

主事

佐藤（佳）

主任技手

樋 口

主任

谷 口

商工観光

林政・再生可能エネルギー
農
政
・
農
業
委
員
会

介
護
保
険

地域包括支援センター
福祉

健康推進

国保・後期

高齢者医療戸籍・年金

主
査

向

平

羽 迂 雨 卯

窺

鵜

主
事

南

條

主
任

兼

平

主査

迫田（久）

主査

松木（美）

主
事

渡

邊

主
任

平

塚

主
事

佐
藤（
元
）

韻 吋 右

案内窓口 駒

階 段

→
１階へ

階 段

→→
２階へ

１階

２階
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←
林
業
研
修
会
館
へ

東口

役場職員

配 置 図

町長室

副町長室

町 長

佐 藤 多 一

副 町 長

竹 俣 信 行

ٛ
ࠗ
ه

多目的
トイレ

住民企画課 企画

産業振興課
国営事業推進室

◎議会・監査委員事務局（議事堂２階）

事務局長 松橋正樹 （主査）山田 (志)［臨時職員 安瀬（貴）］

◎多目的活動センター『さんさん館』

産業振興課主幹 安瀬雅祥［臨時職員 本間・金内］

◎町営バス車庫（主任技手）秋山・川口（徹）

◎除雪センター（主任技手）辻・小泉（樹）・伊藤（敏）［臨時運転手 窪田］

◎社会福祉法人夢つべつ派遣 総務課主幹 千葉誠
◎津別消防署 署長 後藤哲弘
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物
品
庫

住
民
企
画
課

財
政

会
計
課
長

五
十
嵐
正
美

主査

平 河

臨時職員

石 田

金融機関

主査

松木（幸）

主
査

大
矢
根

主
査

中

橋

総務課主幹

小 泉 政 敏電
話
交
換

臨
時
職
員

金

野

総務課長

齊 藤 昭 一

住民企画課長

伊 藤 泰 広

住民企画課主幹

篠 原 裕 佳

主
事

稲

部

主
事

山

下

主
査

斉
藤（
尚
）
主
事

松
本（
和
）

主
査

郷

古

主
事

小
西（
駿
）

主
事

松

谷

主
査

菅

原

主
事

渡

部

主
査

武

田

主
任

小
西（
美
）

主
事

伊
藤（
聖
）

主
事

田

屋

主
任

伊
藤（
玲
）

主
任榎

主
事

迫
田（
春
）

主
任

佐
々
木

主任

森

主任技手

平 上

主査

開 沼

主任

菊 池

臨時職員

深 田

臨時職員

手 賀

主
事

宮

田

主
任

髙
橋（
洋
）

住民企画課主幹

森 井 研 児 臨
時
職
員

土

田

主事

田 古

広報
←
林
業
研
修
会
館
２
階
へ

建設課長

石 川 篤
建設課参事

竹 内 秀 行

主
査

今

西

主
任

難

波

主査

山田（新）

主査

加 藤

臨
時
職
員

樫

原

主査

松木（紀）

主任

田 島
道路・車両

水道

住宅

税務収納住民環境庶務管財行革

陰 隠 韻 吋 右 宇

烏

主
事

大

竹

主
任

土
田（
慎
）

主任技手

長 瀬

主査

石川（勝）

陰 隠



町
で
は
、
道
路
照
明
灯
な
ど
の
街
路
灯
に
節
電
効
果

が
高
く
長
寿
命
な
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
を
導
入
し
ま
し
た
。

こ

れ
に
よ
り
、
街
路
灯
の
電
力
消
費
は
少
な
く
な
り
二
酸

化
炭
素
の
排
出
が
抑
制
さ
れ
地
球
温
暖
化
防
止
に
貢

献
す
る
と
も
に
、
ラ
ン
プ
交
換
な
ど
の
維
持
管
理
経
費

及
び
電
気
料
金
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
は
、
次
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

臼
虫
が
寄
り
に
く
い

光
の
波
長
の
関
係
で
虫
に
と
っ
て

は
、
水
銀
灯
よ
り
も
暗
く
感
じ
る
た
め
、
ラ
ン
プ
の
周

辺
に
虫
が
集
ま
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

渦
指
向
性
が
強
い

従
来
の
水
銀
灯

な
ど
に
比
べ
光
の
境
目
が
く
っ
き
り
し

て
い
ま
す
。
照
明
の
真
下
は
と
て
も

明
る
く
な
っ
た
こ
と
で
少
し
離
れ
た
と

こ
ろ
は
暗
く
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

地地域担当連絡員制度の担当職員変更のお知ら地域担当連絡員制度の担当職員変更のお知らせせ

松 橋 正 樹
議会・監査事務局長

緯76－2151内線265

幸町・本町

後 藤 哲 弘
津別消防署長
緯76－2189

西町・東町

阿 部 勝 弘
教委生涯学習課主幹
緯76－2401（給食センター）

新町・旭町１

小 野 敏 明
産業振興課参事

緯76－2151内線262

旭町２・旭町３

川 口 昌 志
保健福祉課長

緯76－2151内線316

柏町・高台町

森 井 研 児
住民企画課主幹

緯76－2151内線240

達美町・緑町１

小 泉 政 敏
総務課主幹

緯76－2151内線207

緑町２・緑町３

小 野 淳 子
保健福祉課主幹

緯76－2151内線313

共和２・共和３

近 野 幸 彦
産業振興課主幹

緯76－2151内線256

共和４・豊永２

石 川 篤
建設課長

緯76－2151内線245

豊永３・豊永４

竹 内 秀 行
建設課参事

緯76－2151内線247

小野寺 祥裕
教委生涯学習課長

緯76－2151内線270

高台1・高台2・豊永1

藤 原 勝 美
教委生涯学習課参事
緯76－2713（中央公民館）

下美都・上美都・上里

篠 原 裕 佳
住民企画課主幹

緯76－2151内線213

共和1・恩根1・恩根中央

伊 藤 泰 広
住民企画課長

緯76－2151内線214

布川・相生中央・相生2

齊 藤 昭 一
総務課長

緯76－2151内線206

４月１日の人事異動に伴い、地域担当連絡員

（職員）の配置が変更となりました。自治会単位

で地域が抱えている問題や、制度などについて

もっと知りたいという要望等がありましたら、

直接担当職員にお電話ください。

地域担当連絡員制度についてのお問い合わせ

は、住民企画課主幹 篠原裕佳 緯76－2151

（内線213）までご連絡ください。

東岡・活汲１・活汲３
活汲中央・岩富

横 山 智
産業振興課長

緯76－2151内線257

東達美・達美・西達美
上最上・下最上

双葉・沼沢・本岐市街
本岐２・木樋・二又・大昭

五 十 嵐 正 美
会計課長

緯76－2151内線203

※広報の配布は、双葉地区～伊藤泰広、大昭地区～齊藤昭一が担当します。

街街
路
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
ま
し

街
路
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
ま
し
たた

『
町
民
植
樹
祭
』
の
参
加
者
募
集
！

町
と
網
走
南
部
森
林
管
理
署
で
は
毎
年
、
緑
化

や
環
境
意
識
の
高
揚
を
目
的
に
、
町
民
植
樹
祭
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
植
樹
祭
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

日

時

５
月
8
日
（
日
）
午
前
９
時
集
合

集
合
場
所

役
場
正
面
玄
関
前
（
小
雨
決
行
で
す
）

植
樹
場
所

木
樋

町
有
林

交
通
手
段

町
の
バ
ス
等
を
利
用
し
ま
す
。

持
ち
物
等

植
樹
の
で
き
る
服
装
（
作
業
服
、
長

靴
、
軍
手
）
と
ス
コ
ッ
プ
を
持
参
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

5
月
２
日
（
月
）
ま
で
に
、
役
場
林

政
担
当
に
ご
住
所
と
お
名
前
を
告
げ
、
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
は
電
話
で
お
願
い

し
ま
す
。

申
し
込
み
先

産
業
振
興
課

林
政
担
当

緯

室
2
1
5
1
（
内
線
2
5
9
）

76

問
い
合
わ
せ
先

建
設
課
道
路
車
両
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１
（
内
線
２
４
８
）

76

今
年
度
は
左
記
の
内
容
で
バ
ス
ツ
ア
ー

を
開
催
し
ま
す
。
日
帰
り
の
日
程
で
す
。

外
も
暖
か
く
な
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、

お
花
見
な
ど
を
楽
し
ん
で
来
ま
せ
ん
か
。

今
回
の
テ
ー
マ

『

周
年
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ア
を

30
見
よ
う
！
』

日

時

5
月

日
（
水
）

25

午
前
9
時

分
～
午
後
5
時
頃
ま
で

30

対
象
者

町
内
に
住
む

歳
以
上
の
一
人

65

暮
ら
し
の
方

行

先

湧
別
町
・
他

定

員

名
（
先
着
順
と
さ
せ
て
い
た

35だ
き
ま
す
）

参
加
費

1
8
0
0
円
（
昼
食
代
と
入
場

料
と
し
て
、
当
日
申
し
受
け
ま
す
）

申
込
期
日

準
備
の
都
合
上
、
5
月

日
19

（
木
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
者
の
方
に
は
、
当
日
の
日
程
等
詳

し
い
ご
案
内
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

津
別
町
社
会
福
祉
協
議
会

緯

室
１
１
６
１

７６

津別町が本年度に発注することが見込まれている建設工事について、「公共工事の入札及び契約の適正化

の促進に関する法律」第７条および同施行令第５条の規定に基づき、下記のとおり公表します。

問い合わせ先 建設課 緯76－2151

「
春
の
日
帰
り
ふ
れ
あ
い
バ
ス

ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
ま
す
！

入札方法発注予定時期概 要種 別場 所工 事 の名 称

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

給湯ボイラー取替工事

浄化槽改築工事

相生特別母と子の家改修工事

町道区画線設置工事

町道３０５号線道路側溝流末改修工事

まちなか団地（詠工区）建設工事

７号汚水幹線管渠新設工事

量水器更新工事

最終処分場土堰堤整備工事

サッカー・ラグビー場管理棟外構工事

町道３０号線舗装補修工事

町道２０２号線法面復旧工事

橋梁長寿命化補修工事

まちなか団地（詠工区）外構工事

西町団地外構工事

マンホールポンプ所改築更新工事

第２分団詰所建設工事

第２分団詰所外構工事

町道３５０号線舗装補修工事

町道７２号線改良舗装工事

町道１８３号線歩道新設工事

一般維持補修工事

電気計装設備更新工事

上里浄水場浄水濁度計外設置工事

資材倉庫建設工事

森林バイオマス熱供給施設工事

林道大栄線一般維持補修工事

豊永職員住宅既存建物解体工事

町民テニスコート改修工事

個別排水処理

旭町

相生、本岐

相生

町内一円

恩根

旭町

活汲

町内一円

共和

豊永

旭町

活汲

町内一円

旭町

西町

本町

活汲

活汲

最上

旭町

達美

町内一円

達美

上里

豊永

緑町

大昭

豊永

豊永

町内一円

建築

下水道

建築

土木

土木

建築

下水道

水道

土木

土木

舗装

土木

土木

土木

土木

下水道

建築

土木

舗装

土木

土木

土木

電気

電気

建築

建築

土木

建築

土木

下水道

給湯ボイラー11台交換修繕

相生母と子の家、旧本岐小学校入替え

内外部改修 対象面積：347.32愛

区画線設置一式

U600トラフ設置 L=95斡

木造平屋建 1棟4戸

L=1380斡 Peφ100

量水器更新

堰堤盛土V=3,510逢

敷砂利、排水等

L=161斡W=6.00歩道L=314斡

法面復旧 L=30斡

橋梁補修

駐車場、排水等

駐車場、排水等

第6MP φ75×2基

木造平屋建 109愛程度

駐車場、排水等

舗装補修

L=87斡W=3.00斡

L=87斡W=2.50斡

町内維持工事一式

計装盤1面、計器類

汚濁度計設置

資材倉庫建設一式

熱供給設備の設置等

舗装補修・排水一式

職員住宅5棟10戸

砂入り人口芝コート２面・クレイコート２面

3箇所

4月中旬

4月中旬

4月中旬

5月中旬

5月中旬

5月中旬

5月中旬

5月中旬

5月中旬

5月中旬

6月中旬

6月中旬

6月中旬

6月中旬

6月中旬

6月中旬

6月中旬

6月中旬

6月下旬

6月下旬

6月下旬

7月下旬

7月下旬

8月上旬

8月下旬

8月下旬

8月下旬

8月下旬

9月上旬

随時

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争



４
月

日
、
平
成

年
度
津
別
町
交
通
安
全
推
進

12

28

町
民
大
会
（
主
催

津
別
町
交
通
安
全
推
進
委
員
会
）

が
、
町
民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
交
通
安
全
憲
章
唱
和
な
ど
に
続
い
て

「
第

回
交
通
安
全
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
入
賞
作
品

24

が
紹
介
さ
れ
、
小
学
生
の
部
・
最
優
秀
賞
「
そ
の
事

故
が

あ
な
た
の
未
来
を

う
ば
う
か
も
」（
津
別
小

学
校
６
年

兼
平
航
志
く
ん
）、
中
学
生
の
部
・
最
優

秀
賞
「
安
全
は

小
さ
な
注
意
の

積
み
重
ね
」（
津

別
中
学
校
３
年

石
井
葵
良
さ
ん
）
な
ど

作
品
が

10

表
彰
さ
れ
ま
し
た
（
※
学
年
は
平
成

年
３
月
時
点
）。

28

ま
た
、
各
団
体
の
代
表
者
が
交
通
事
故
防
止
に
向

け
て
決
意
表
明
を
行
い
、
最
後
に
美
幌
警
察
署
地
域

交
通
課
長
に
よ
る
講
話
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
交
通

安
全
へ
の
気
持
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

３
月

日
、
町
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク

25

ル
・
折
り
づ
る
会
（
林
洋
子
代
表
）
か
ら
教
育
委

員
会
に
、
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
手

づ
く
り
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
付
交
通
安
全
マ
ス
コ
ッ
ト

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
４
月
４
日
に
は
津
別
町
防
犯
協
会
（
中

川
孝
敏
会
長
）
か
ら
防
犯
ブ
ザ
ー
『
ミ
オ
マ
モ
ル

ち
ゃ
ん
』
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
通
学
の
安
全
を
願
う
こ
れ
ら
の

品
は
、
津
別
小
学
校
の
新
一
年
生

人
に
贈
ら
れ

35

ま
し
た
。

安
全
で
安
心
な
ま
ち
を
目
指
し
て

交
通
安
全
推
進
町
民
大
会
を
開
催

新
入
学
児
童
の
安
全
を
願
っ
て

交
通
安
全
マ
ス
コ
ッ
ト
、防
犯
ブ
ザ
ー
寄
贈

３
月

日
、
Ｊ
Ａ
つ
べ
つ
（
山
下

24

邦
昭
代
表
理
事
組
合
長
）
か
ら
教
育

委
員
会
に
、
小
学
校
高
学
年
向
け
の

補
助
教
材
「
農
業
と
わ
た
し
た
ち
の

く
ら
し
」
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

食
農
教
育
応
援
の
一
環
と
し
て
、

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
が
平
成

年
か
ら
取
り

20

組
ん
で
い
る
事
業
で
、
食
や
環
境
等

と
農
業
の
つ
な
が
り
を
勉
強
し
、
子

ど
も
た
ち
に
農
業
へ
の
理
解
を
よ
り

深
め
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
で
す
。

今
回
寄
贈
さ
れ
た
補
助
教
材
は
、

５
年
生
の
授
業
で
活
用
さ
れ
ま
す

食
農
教
育
応
援
事
業

Ｊ
Ａ
つ
べ
つ
が
補
助
教
材
寄
贈

葛
津
別
町
防
犯
協
会
・
中

川
会
長
（
中
央
）
と
同
協

会
・
大
江
事
務
局
長
（
右
）、

宮
管
教
育
長
（
左
）

▲

Ｊ
Ａ
つ
べ
つ
・
山
下
代
表
理
事
組
合
長

（
右
）
と
林
前
教
育
長
（
左
）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し

て
着
任
し
た
都
丸
雅
子
さ
ん
に
、

と
ま
る

３
月

日
、
佐
藤
町
長
か
ら
辞
令

２４

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

群
馬
県
出
身
の
都
丸
さ
ん
は
、

短
大
卒
業
後
、
営
業
職
な
ど
を
経

験
。
前
職
で
旅
行
関
連
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
業
務
を
担
当
し
た

こ
と
か
ら
、
地
域
活
性
化
事
業
に

興
味
を
持
っ
た
そ
う
で
す
。

今
後
は
、
道
の
駅
あ
い
お
い
の

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
候
補
と
し
て
、
施

設
の
運
営
全
般
に
携
わ
る
予
定

で
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
都
丸
さ
ん
に
辞
令
交
付

▲

折
り
づ
る
会
の
林
さ
ん

（
右
）
と
林
前
教
育
長
（
左
）

葛交通安全標語コンクール表彰式の様子

４
月
１
日
、
津
別
町
交
通
安
全
協
会
（
柳
瀬
輝

彦
会
長
）
か
ら
教
育
委
員
会
に
、
遠
く
か
ら
で
も

認
識
し
や
す
い
黄
色
の
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
や
交

通
安
全
ポ
ス
タ
ー
な
ど
が
寄
贈
さ
れ
、
津
別
小
学

校
の
新
一
年
生
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
４
月
８
日
に
は
建
設
産
業
交
通
安
全
推

進
網
走
地
方
本
部
美
幌
支
部
（
野
口
謙
一
支
部
長
代

理
）
か
ら
交
通
安
全
旗

枚
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

80

黄
色
地
に
エ
ゾ
鹿
の
イ
ラ
ス
ト
を
あ
し
ら
っ
た
旗

は
、
小
中
学
校
周
辺
道
路
や
国
道
沿
い
に
掲
げ
ら
れ
、

運
転
者
へ
の
注
意
喚
起
な
ど
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

美
幌
・
津
別
広
域
事
務
組
合
津
別
消
防
団
第
2

分
団
の
溝
渕
成
能
分
団
長
が
消
防
庁
長
官
表
彰
の

永
年
勤
続
功
労
章
を
受
章
し
、
３
月

日
、
町
長

28

室
で
表
彰
状
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

溝
渕
さ
ん
は
昭
和

年
に
津
別
消
防
団
入
団
。

50

以
来
、
班
長
、
副
分
団
長
、
分
団
長
と
し
て

年
４１

間
の
永
き
に
わ
た
り
各
種
災
害
に
出
動
し
、
ま
た

消
防
団
幹
部
と
し
て
、
予
防
思
想
の
普
及
並
び
に

消
防
団
員
へ
の
指
導
育
成
に
よ
る
功
績
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

佐
藤
町
長
か
ら
表
彰
状
を
手
渡
さ
れ
た
溝
渕
さ

ん
は
、
や
や
緊
張
気
味
な
が
ら
笑
顔
で
お
礼
を
述

べ
ま
し
た
。

消
防
団
員
と
し
て

年
以
上
活
動

40

溝
渕
分
団
長
に
消
防
庁
長
官
表
彰

▲

交
通
安
全
協
会
・
柳
瀬
会

長
（
右
）
と
宮
管
教
育
長

（
左
）

子
ど
も
た
ち
の
通
学
を
見
守
る

ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
、交
通
安
全
旗
を
寄
贈

葛
野
口
支
部
長
代
理（
右
）

と
宮
管
教
育
長（
左
）

わ
た
し
の
ふ
る
さ
と

NEOFOLKプロデューサー。東京新宿
生まれ。カナダBC、山梨県生活を経て、
ワクワクと不安を胸に北海道生活1年生。

田畑久美田畑久美子子

は
じ
め
ま
し
て
。
3
月
か

ら
津
別
町
に
引
っ
越
し
て
ま

い
り
ま
し
た
田
畑
久
美
子
で

す
。津

別
町
は
と
て
も
の
ど
か

な
と
こ
ろ
で
、
わ
た
し
が
2
年

間
過
ご
し
た
カ
ナ
ダ
の
B
C

州
に
よ
く
似
て
い
ま
す
。
山

梨
の
お
友
達
が
一
緒
に
引
っ

越
し
を
手
伝
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
生
活
を
整
え
る
合
間
に
、

芽
が
出
た
ば
か
り
の
フ
キ
ノ

ト
ウ
を
摘
ん
で
、
レ
シ
ピ
を
い

ろ
い
ろ
試
し
た
り
、
ス
ー
パ
ー

に
並
ん
だ
お
魚
の
豊
富
さ
に

驚
い
た
り
、
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
を

楽
し
ん
だ
り
と
、
と
て
も
新
鮮

な
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

津
別
町
の
方
に
は
、
よ
く

「
ど
う
し
て
こ
ん
な
田
舎
に
き

た
の
？
」
と
聞
か
れ
ま
す
が
、

こ
こ
に
は
都
会
に
な
い
も
の

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
わ

た
し
の
生
ま
れ
育
っ
た
街
は
、

空
気
も
水
も
汚
れ
て
い
て
、
灰

色
の
ビ
ル
が
た
く
さ
ん
立
ち

並
ぶ
と
こ
ろ
で
す
。
遊
ぶ
と

こ
ろ
と
い
え
ば
、
疲
れ
た
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
が
ベ
ン
チ
で
寝
て

い
る
狭
い
公
園
。
こ
ど
も
の

頃
か
ら
体
も
と
て
も
弱
か
っ

た
の
で
す
。

年
も
経
て
ば
、

10

ま
っ
た
く
様
変
わ
り
す
る
街

は
「
ふ
る
さ
と
」
と
は
よ
べ
ず
、

い
つ
も
変
わ
ら
な
い
風
景
を

も
つ
「
故
郷
」
と
い
う
も
の
に
、

憧
れ
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。

い
つ
も
「
こ
こ
で
は
な
い
ど

こ
か
へ
」
と
い
う
思
い
が
あ
り
、

旅
に
も
で
て
み
ま
し
た
。
海

外
に
で
て
初
め
て
「
富
士
山
」

の
写
真
に
涙
し
た
と
き
に
、
わ

た
し
は
「
日
本
」
に
望
郷
の
思

い
を
馳
せ
て
い
る
こ
と
に
気

づ
き
ま
し
た
。

「
幸
せ
の
青
い
鳥
」は
い
つ
も

足
元
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を

忘
れ
ず
に
、
あ
い
お
い
生
活
を

始
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。



こ
の
4
月
か
ら
技
術
職
員
採
用
で
、

津
別
町
役
場
に
勤
務
し
て
い
る
森
俊

基
さ
ん
。
建
設
課
道
路
車
両
グ
ル
ー

プ
に
所
属
し
、
道
路
・
橋
梁
の
保
全
管

理
、
工
事
発
注
業
務
な
ど
を
担
当
し
て

い
ま
す
。

置
戸
町
出
身
の
森
さ
ん
は
、
地
元
の

中
学
校
か
ら
北
見
工
業
高
等
学
校
の

建
設
科
に
進
学
し
ま
し
た
。
高
校
卒

業
後
は
網
走
市
内
の
建
設
会
社
や
港

湾
技
術
関
連
の
会
社
に
勤
務
し
、
建

設
・
土
木
工
事
の
現
場
管
理
の
経
験
を

積
み
ま
し
た
。

役
場
の
採
用
に
応
募
し
た
の
は
、
以

前
の
職
場
の
先
輩
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の

経
験
と
資
格
を
活
か
せ
る
仕
事
と
し

て
勧
め
ら
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

し
た
。

「
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多

い
で
す
が
、
一
日
も
早
く
業
務
を
覚
え
、

皆
さ
ん
の
力
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
」
と
、
力
強
く
抱
負
を
話
し
て
く
れ

た
森
さ
ん
。

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
や
テ
ニ
ス
な
ど
の
ア

ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
が
趣
味
で
、
こ
れ

か
ら
の
時
期
は
機
会
を
見
つ
け
て
テ
ニ

ス
で
体
を
動
か
し
た
い
そ
う
で
す
。

森

俊
基

さ
ん

もり としきさん／昭和59年１月生まれ、津別町役

場勤務

食事はバランス良く摂りましょう

問い合わせ先 保健福祉課 健康医療グループ 緯76－２１５１（内線２3１）

野菜を食べよう、1日350ｇ！

野菜を知ろう：４月の野菜は

『ほうれん草』でした。

今月は食物繊維が豊富で、白い

粉のチロシンは脳を活性化してくれます。

北海道ではササの中で採る小ぶりのもの

を見かけることが多い山菜とは？

右のイラストはコマをイメージしています。1食で整えると

一汁三菜のイメージです。食事バランスのイラストで、上から

主食のご飯やパン、麺を１つ～３つ程度、副菜は野菜や海藻、き

のこを主としたおかずを２つ、主菜は肉、魚、卵、大豆製品を

１つ程度、1日の中で乳製品と果物は１つ、軸が水分とコマを廻す運動、紐の嗜好品は

適度に摂ることになります。

国立がん研究センターなどの研究チームが、45歳から７５歳の食事バランスと病気

との関連を１５年間調査した結果、食事バランスガイドに沿ってバランスの良い食事を

している人は、死亡のリスクが１５％低く、脳血管疾患のリスクは２２％低く、循環器疾患では１６％低かったとのこと

です。 ଔૺ౜൚ͅ؂໦̦̜ࠗりますのでȂ汁໤ࢫ࠲

の؂໦ၾを知り̹い༷はȂ֩ ͚ၾを̮ ঵४く
̺̯い。ĳ໦ほ̓でࠗる̭と̦੄ြます。

一
日
も
早
く
職
場
の
力
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す

「
日
本
舞
踊
を
習
い
始
め
た
の
は

小
学
３
年
の
と
き
で
し
た
。
当
時
、

お
祭
り
の
山
車
の
上
な
ど
で
踊
っ
て
、

お
小
遣
い
を
頂
い
た
記
憶
が
あ
り
ま

す
」
と
子
ど
も
時
代
を
懐
か
し
む
幾

世
橋
喜
子
さ
ん
。

就
職
や
結
婚
、
子
育
て
に
よ
る
長

い
ブ
ラ
ン
ク
を
経
て
、
中
学
時
代
ま

で
続
け
た
習
い
事
に
再
び
親
し
む
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
還
暦
を
過
ぎ
て

か
ら
の
こ
と
で
し
た
。「
踊
り
は
好

き
な
だ
け
で
下
手
な
ん
で
す
よ
」
と

笑
い
ま
す
が
、
今
も
寿
大
学
舞
踊
ク

ラ
ブ
の
練
習
に
参
加
し
て
更
な
る
上

達
に
努
め
て
い
ま
す
。

置
戸
町
生
ま
れ
の
幾
世
橋
さ
ん
は
、

中
学
校
を
卒
業
す
る
と
、
地
元
の
電

器
店
に
住
み
込
み
で
働
き
始
め
ま
す
。

仕
事
で
多
忙
な
中
、
時
間
を
見
つ
け

て
裁
縫
の
教
室
に
通
い
、
子
ど
も
の

こ
ろ
か
ら
好
き
だ
っ
た
着
物
の
仕
立

て
に
も
勤
し
み
ま
し
た
。

歳
の
と
き
に
、
縁
あ
っ
て
美
都

２３
で
農
業
を
営
む
幾
世
橋
隆
雄
さ
ん
と

結
婚
。
勤
め
先
か
ら
の
餞
別
や
嫁
入

り
道
具
の
一
部
と
し
て
持
参
し
た
電

気
掃
除
機
や
洗
濯
機
、
電
気
釜
な
ど

は
ま
だ
周
囲
に
使
っ
て
い
る
家
が
少

な
く
、
珍
し
が
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

家
事
や
慣
れ
な
い
農
家
仕
事
に
精

を
出
し
、
夫
妻
は
子
宝
に
も
恵
ま
れ

ま
し
た
が
、
二
人
目
の
お
子
さ
ん
の

体
が
弱
く
、
若
く
し
て
亡
く
な
る
と

い
う
大
変
辛
い
出
来
事
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
深
い
悲
し
み
に
耐
え
、

母
と
し
て
嫁
と
し
て
日
々
奮
闘
し
ま

す
。
お
子
さ
ん
の
病
気
を
機
に
造
林

の
仕
事
で
家
計
を
支
え
て
き
た
夫
と

共
に
、
自
身
も
製
材
会
社
に
勤
め
な

が
ら
育
て
上
げ
た
長
女
は
、
看
護
師

と
な
り
病
気
に
苦
し
む
人
々
を
長
く

支
え
て
い
ま
す
。

今
は
週
に
一
度
行
な
わ
れ
る
舞
踊

の
練
習
と
、
仲
間
と
の
お
喋
り
が
楽

し
み
で
あ
り
、
健
康
法
で
も
あ
る
と

い
う
幾
世
橋
さ
ん
。
も
う
ひ
と
つ
の

大
き
な
楽
し
み
は
東
京
で
暮
ら
す
高

校
生
の
お
孫
さ
ん
の
成
長
で
す
。
音

楽
大
学
に
進
み
、
将
来
は
音
楽
関
係

の
仕
事
に
就
く
こ
と
を
志
望
し
て
い

る
若
者
の
夢
を
見
守
る
こ
と
も
、
生

き
が
い
の
ひ
と
つ
と
目
を
細
め
ま
す
。

町
の
税
金
は
、
北
見
信
用
金
庫
（
役
場
派
出
所
、

本
店
及
び
各
支
店
）、
網
走
信
用
金
庫
、
津
別
町

農
業
協
同
組
合
、
北
洋
銀
行
、
北
海
道
内
の
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）
で
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

『
日
中
は
仕
事
で
金
融
機
関
に
行
く
こ
と
が
で

き
な
い
』、『
納
付
を
忘
れ
て
し
ま
う
』
等
の
方
は
、

口
座
振
替
制
度
の
ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
金
融
機
関
の
預
金
口

座
か
ら
振
替
に
よ
っ
て
納
税
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
か
ら
、
金
融
機
関
に
行
く
手
間
が
少
な
く
、

ま
た
、
納
付
を
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
な
く
大
変

便
利
で
す
。

手
続
き
は
、
口
座
振
替
を
す
る
口
座
の
印
鑑
、

預
金
通
帳
と
納
税
通
知
書
を
持
参
し
て
町
の
税

金
を
納
め
る
こ
と
の
で
き
る
金
融
機
関
で
手
続

き
を
し
て
下
さ
い
。
振
替
口
座
の
変
更
が
な
け

れ
ば
、
毎
年
手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
口
座
振
替
の
手
続
き
を
さ
れ
た
日
に

よ
っ
て
は
、
直
後
の
納
期
限
に
間
に
合
わ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
手
続
き
の
際
に
は
金
融
機

関
に
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
税
の
納
付
は

口
座
振
替
制
度
の
ご
利
用
を

きよはし のぶこさん／昭和19年12月、置戸町生まれ

／ 71歳／共和在住

さ
ん

幾
世
橋

喜
子

舞
踊
で
元
気
に

【457】

問い合わせ先 緯76－２１５１ 税務担当（内線２２０、２２１）

収納担当（内線 218）

５
月
は
「
固
定
資
産
税
」
第
１
期
と

「
軽
自
動
車
税
」
の
納
付
月
で
す
。

納
期
限
は
平
成

年
５
月

日
（
火
）
で
す
。

28

３１

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
引
落
口
座

の
残
高
の
ご
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

「
す
ず
ら
ん
無
料
法
律
相
談
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
（
お
一
人

分
程

30

度
）。
な
お
、
相
談
は
予
約
制
と
な

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
電
話
に
て
予

約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日

時

５
月

日（
月
）

23

午
後
１
時
～
４
時

会

場

林
業
研
修
会
館
図
書
室

予
約
締
切

５
月

日（
水
）

18

※
先
着
順

問
い
合
わ
せ
・
予
約
先

住
民
企
画
課
住
民
環
境
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１（
内
線
２
１
６
）

76
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
の
運
輸
支
局
の
登
録
に
基
づ
い

て
課
税
さ
れ
る
道
税
で
す
。
平
成

年
度
の
納
期
限
は
５
月

日

28

31

（
火
）
で
す
。
必
ず
納
期
限
ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

納
税
通
知
書
は
５
月
９
日
（
月
）

に
発
送
し
ま
す
が
、
住
所
を
変
更
さ

れ
た
方
や
納
税
通
知
書
が
届
か
な

い
と
い
う
方
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合

振
興
局
税
務
課
納
税
係
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

自
動
車
税
納
税
通
知

書
（
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字
さ

れ
て
い
る
も
の
）
は
、
従
来

の
金
融
機
関
の
ほ
か
、
指

定
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
か
ら
納
税
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
平
日
や
日
中
、

お
仕
事
な
ど
で
納
税
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

事
情
が
あ
っ
て「
納
期
限

ま
で
に
納
め
ら
れ
な
い
」
ま

た
は
、「
一
度
に
納
め
ら
れ

な
い
」
な
ど
の
ご
相
談
に
つ
い
て
は
、

下
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局

税
務
課
納
税
係

緯
０
１
５
２
室

室
０
６
１
６

41

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
、
地
域
住
民
の
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
、
内
容
は
離
婚
相
談
な
ど
家

庭
内
の
問
題
や
、
借
地
借
家
の
問

題
、
隣
近
所
の
も
め
ご
と
な
ど
幅
広

く
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
に
ち
な

ん
で
、
特
設
な
ん
で
も
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日

時

６
月
１
日（
水
）

午
後
１
時
～
４
時

会

場

林
業
研
修
会
館
図
書
室

津
別
町
の
人
権
擁
護
委
員

修
田

建
惠
、
鷹
觜

と
し
子

布
瀬

勝
明

問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課
住
民
環
境
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１（
内
線
２
１
６
）

76

警察では５月11日から20日までの10日間『春の地

域安全運動』を実施し、自治体や防犯協会、事業者、防

犯ボランティアなどの地域住民の方 と々連携し、犯罪の

ない安全で安心して暮らせる地域づくりを目指します。

美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については、各防犯協会又は警察署にお問い合わせください。

春の地域安全運動
～みんなで築こう、安全で安心な大地～

最
近
の
交
通
事
故
で
よ
く
聞

か
れ
る
例
が
、
後
部
座
席
の
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
非
着
用
に
よ
る
致
命

傷
の
増
加
で
す
。

道
路
交
通
法
で
は
、
平
成

年
20

６
月
１
日
か
ら
後
部
座
席
の

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
を
義
務
付

け
て
い
ま
す
。

後
部
座
席
に
座
っ
て
い
る
人

の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
率
は
、
一

般
道
路
で
３
分
の
１
、
高
速
道
路

で
３
分
の
２
と
い
う
低
い
状
況

で
す
。
後
部
座
席
の
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
非
着
用
が
招
く
三
つ
の
危

険
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
後
部
座
席
の
人
が
車
内
で
振

り
回
さ
れ
、
同
乗
者
が
頭
を
打
っ

て
し
ま
っ
た
り
、
胸
部
圧
迫
な
ど

の
致
命
傷
を
負
う

○
本
人
が
致
命
傷
を
負
う

○
車
外
放
出

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
正
し
い
着

用
方
法
を
確
認
し
、
自
分
自
身
だ

け
で
は
な
く
、
同
乗
し
て
い
る
家

族
や
友
達
を
事
故
か
ら
守
り
ま

し
ょ
う
。

後
部
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

住民企画課

住民環境

グループ

౷౷౷౷౷౷౷౷౷౷౷ ֖֖֖֖֖֖֖֖֖֖֖ հհհհհհհհհհհ ஠஠஠஠஠஠஠஠஠஠஠ ΣΣΣΣΣΣΣΣΣΣΣ ννννννννννν ȜȜȜȜȜȜȜȜȜȜȜ ΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑ

「
す
ず
ら
ん
無
料
法
律
相
談
」

を
開
催

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

企画グループ 緯76－2151

FAX76－2976

５
月

日
（
火
）
は

31

自
動
車
税
の
納
期
限
で
す

人
権
擁
護
委
員
の
日
「
特
設

な
ん
で
も
相
談
所
」
を
開
設

美幌警察署から町民の皆さんへ

΂τ΂τ詐欺 詐欺߄ັۺ 詐欺ݥ୏ߗط に注意！

緯息子を名乗り「携帯番号が変わった」「カバンをなくし

た」「女性を妊娠させてしまった」、緯「医療費を還付す

る」「携帯電話を持ってスーパーのＡＴＭへ」、緯「入居

権が当たった」「名義貸しは違法」「サイト料金が未払い」、

などと言われたら詐欺です。

お金の要求や儲け話は安易に信じることなく、怪しい

と感じたらすぐに警察相談電話＃9110に相談しましょう。

道税ホームページ

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/zim/

お
詫
び
と
訂
正

４
月
号

ペ
ー
ジ
掲
載
の
温
水

14

プ
ー
ル「
す
い
む
」無
料
開
放
日
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

《
誤
》

９
月

日
21↓

《
正
》

９
月

日（
月
）

19

毎
年
５
月
は
全
国
一
斉
の
「
消

費
者
月
間
」
で
す
。

平
成

年
度
全
国
統
一
テ
ー
マ

２８

『
み
ん
な
の
強
み
を
活
か
せ
～
安

全
・
安
心
な
社
会
に
一
億
層
活
躍

～
』現

在
、
悪
徳
商
法
や
詐
欺
、
食

の
安
全
を
脅
か
す
よ
う
な
事
件
や

事
故
な
ど
の
様
々
な
消
費
生
活
ト

ラ
ブ
ル
が
、
私
た
ち
の
身
近
に
た

く
さ
ん
お
こ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き

込
ま
れ
な
い
よ
う
、
消
費
者
月
間

を
機
会
に
改
め
て
消
費
生
活
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

津
別
町
で
は
次
の
期
間
、
美
幌

消
費
者
協
会
と
連
携
し
た
啓
発
活

動
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

と

き

５
月

日
（
土
）
～

１４

５
月

日
（
火
）

３１

と
こ
ろ

多
目
的
活
動
セ
ン
タ
ー

『
さ
ん
さ
ん
館
』

定
休
日

毎
週
水
曜
日

内

容
臼
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布

渦
消
費
者
被
害
防
止
パ
ネ
ル
の

展
示

問
い
合
わ
せ
先

美
幌
消
費
者
協
会

緯

室
０
３
６
６

７２
役
場
商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１

７６
（
内
線
２
５
８
）

身
体
障
が
い
者
又
は
精
神
障
が

い
者
で
歩
行
が
困
難
な
方
が
所
有

す
る
軽
自
動
車
等
（
身
体
障
が
い

者
で
年
齢

歳
未
満
の
者
又
は
精

18

神
障
が
い
者
と
生
計
を
一
に
す
る

方
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
等
を
含

み
ま
す
）
で
必
要
と
認
め
ら
れ
る

も
の
（
一
台
に
限
り
ま
す
）
や
、

そ
の
構
造
が
身
体
障
が
い
者
等
の

利
用
の
た
め
の
軽
自
動
車
等
は
、

申
請
に
よ
り
軽
自
動
車
税
が
減
免

さ
れ
ま
す
。

申
請
手
続
き
に
は
身
体
障
が
い

者
手
帳
等
、
運
転
免
許
証
、
送
付

さ
れ
た
納
税
通
知
書
、
印
鑑
を
持

参
し
て
、
役
場
税
務
担
当
蔚
番
窓

口
へ
納
期
限
の
前
日
ま
で
（
今
年

は
５
月

日
ま
で
）
に
申
請
し
て

３０

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課
税
務
担
当

緯

室
２
１
５
１

76

（
内
線
２
２
０
・
２
２
１
）

身
体
障
が
い
者
等
の
軽
自
動

車
税
の
減
免
申
請
に
つ
い
て

マ
ッ
サ
ー
ジ
チ
ェ
ア
で

体
調
が
悪
化
！

産業振興課

商工観光

グループ

緯76－2151

（内線258）

腰
痛
や
肩
こ
り
が
あ
り
、
テ

レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
腰
に
良

い
と
宣
伝
し
て
い
た
マ
ッ
サ
ー

ジ
チ
ェ
ア
を
購
入
し
た
。

一
日
に
数
回
、
初
期
設
定

の
ま
ま
８
日
間
使
用
後
、
腰

が
痛
く
な
り
整
形
外
科
を
受

診
。「
骨
が
も
ろ
く
な
っ
て

い
る
の
に
逆
効
果
だ
」
と
言

わ
れ
、
体
調
も
悪
く
な
っ
た

の
で
返
品
し
た
い
。

身
体
の
痛
み
や
疲
れ
を
癒
す

た
め
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
で
す
が
、

使
用
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
疾
病

な
ど
も
あ
る
の
で
購
入
や
使
用

前
に
は
、
販
売
店
や
医
師
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
身
体
に
異
常
を
感

じ
た
時
に
は
直
ち
に
使
用
を

中
止
し
ま
し
ょ
う
。

テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で

は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が

で
き
ま
せ
ん
。
購
入
時
に
は

返
品
で
き
る
条
件
な
ど
を
確

認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◎
美
幌
消
費
者
協
会

緯
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

室
０
３
６
６

72

月
～
金
曜
日
（
祝
祭
日
を
除
く
）

午
前

時
～
午
後
４
時

10

A Q

「
消
費
者
月
間
」
の

啓
発
活
動
を
行
い
ま
す

７～１１ヶ月児（中期・後期）と１歳児～

１歳６ヶ月児（完了期）の保護者を対象に

した離乳食教室を開催します。

教室内容は離乳食の進め方と試食などで

す。気軽に参加してみませんか？

日 時 ５月24日（火）

・7～11ヶ月児 ９時～１０時１５分

・1歳～1歳6ヶ月児 １０時３０分～11時４５分

場 所 町民会館（１階和室、調理研修室）

持ち物 エプロン、持っている方はお子さ

ん用のスプーン、おもちゃ、おんぶひも

参加費 無料 申込締切 ５月18日（水）

※参加人数が少ない場合は教室を中止する

場合があります。

申し込み・問い合わせ先

保健福祉課健康医療グループ

緯76－2151（内線231）

離乳食教室（中・後期、完了期）に
参加しませんか？

昨年は塩について勉強しました。第２弾は糖質につ

いてです。血糖値が気になる方、一緒に糖質について

考えてみませんか？

日 時 ６月１４日（火）、６月２１日（火）

午後７時から１時間程度

場 所 町民会館 調理室

内 容

～ 糖 質 を 知 ろ う ～

『『あまちゃん教室』を開催しま『あまちゃん教室』を開催しますす

参加費 無料 ※どちらか１回の参加も出来ます。

持ち物 筆記用具、電卓 申込締切 ６月８日（水）まで

問い合わせ・申し込み先

保健福祉課健康医療グループ 緯76－２１５１（内線２3１）

糖質の役割、糖質の種類を知る

食品の糖質や炭水化物の量を知る

１回目

６月１４日(火）

必要な糖質の量の計算

糖質オフの方法を考える

２回目

６月２１日（火）
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に
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・
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に
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６
月

日
ま
で
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許
可
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
ゴ
ミ
焼
き
は
、
法
律
に

よ
り
実
施
で
き
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

・
畑
の
野
焼
き
は
、
法
律

に
定
め
ら
れ
て
い
る
農

家
で
の
ア
ス
パ
ラ
の
殻

な
ど
、
農
作
物
の
残
り

物
を
焼
却
す
る
こ
と
以

外
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

●
火
入
れ
の
許
可

・
火
入
れ
や
野
焼
き
を
す

る
場
合
は
、
許
可
が
必

要
で
す
。
実
施
日
の
２

日
前
ま
で
に
町
長
に
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

（
役
場
林
政
担
当

緯

室
２
１
５
１
）

76
ま
た
、
火
を
扱
う
場
所

の
そ
ば
に
森
林
が
あ
る
場

合
の
届
出
に
際
し
て
は
、

そ
の
森
林
所
有
者
（
国
有

林
・
道
有
林
・
個
人
な
ど
）

の
承
認
を
得
て
く
だ
さ
い
。

●
入
林
の
手
続
き

山
菜
採
り
な
ど
で
森
林

に
入
る
時
の
ル
ー
ル
を

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

一
般
の
森
林

所
有
者
に
必
ず
断
っ
て

か
ら
入
林
し
ま
し
ょ
う
。

国
有
林

網
走
南
部
森
林
管
理
署

で
許
可
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。緯

０
１
５
２
室

室
２

62

２
１
１

道
有
林

５
月

日
ま
で
一
般
の

31

入
林
は
出
来
ま
せ
ん
。
６

月
か
ら
入
林
を
希
望
す
る

場
合
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
総

合
振
興
局
東
部
森
林
室
へ

お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

緯
０
１
５
７
室

室
６

24

２
７
６

町
有
林

山
菜
採
り
な
ど
、

理
由
な
く
一
般
の
入
林
は

出
来
ま
せ
ん
。

問い合わせ先 保健福祉課 健康医療グループ 緯76－2151（内線232、332）

※日本脳炎は全部で４回接種します。「１期初回」は２回、「１期追加」は１回、「２期」は１回となります。

※こちらは平成28年4月現在の予定です。今後変更の可能性もありますのでご了承ください。

これまで北海道では実施していなかった日本脳炎のワクチンですが、平成２８年4月から始まることとなりました。

日本脳炎は人から人へは感染しませんが、蚊に刺されることによってうつります。この蚊（コガタアカイエカ）は本

州以南に生息しています。

北海道では途中から始まったこともあり、生後６か月から２０歳未満までの方が対象となります（ただし７歳半から

９歳未満は対象外）。急激なワクチン不足を防ぐために、接種時期を下の表の通り年齢ごとにお勧めしています。接

種時期になりましたら、個別にお知らせいたします。

山
火
事
は
起
こ
さ
な
い
！

春
先
の
こ
の
時
期
は
空
気
が
乾
燥
し
、
山
火
事
が
発

生
し
や
す
い
季
節
で
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
で
、

大
切
な
緑
や
森
林
財
産
が
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

火
の
取
扱
い
に
は
細
心
の
注
意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。

1期のお知らせ予定時期生 年 月 日̤౶ͣせාႢ：道の推奨接種時期

ˏप：3歳で2回（1期初回）

4歳で1回（1期追加）

9歳で1回（2期）

˒पȡ˓प：6歳～7歳半で3回

（1期初回と1期追加）

5年後に1回（2期）

ˍ̱ पȡ̱ पˎ：11歳～12歳で3回

（1期初回と1期追加）

20歳までに1回（2期）

ಎࢷڠˍා୆ȡˏා୆

中学校1年生～3年生で3回

（1期初回と1期追加）

18歳で1回（2期）

★津別町でのお勧め時期になります。

ˍ̝ पȡˍ̞ प：18歳～19歳で4回

（１期初回、1期追加と2期）

広報等(個別通知はありません)

平成29年4月2日～平成30年4月1日

平成28年4月2日～平成29年4月1日

平成27年4月2日～平成28年4月1日

平成26年4月2日～平成27年4月1日

平成25年4月2日～平成26年4月1日

平成24年4月2日～平成25年4月1日

平成23年4月2日～平成24年4月1日

平成22年4月2日～平成23年4月1日

平成21年10月2日～平成22年4月1日

平成21年4月2日～平成21年10月１日

平成20年4月2日～平成21年4月1日

平成19年4月2日～平成20年4月1日

平成18年4月2日～平成19年4月1日

平成17年4月2日～平成18年4月1日

平成16年4月2日～平成17年4月1日

平成15年4月2日～平成16年4月1日

平成14年4月2日～平成15年4月1日

平成13年4月2日～平成14年4月1日

平成12年4月2日～平成13年4月1日

平成11年4月2日～平成12年4月1日

平成10年4月2日～平成11年4月1日

平成9年4月2日～平成10年4月1日

平成8年4月2日～平成9年4月1日

H32

H31

H30

H29

H28

H30

H29

H28

H28

H32

H31

H31

H31

H30

H29

H28

H28

H28

H30

H29

H28

H28

日日本脳炎ワクチン接種が始まりま日本脳炎ワクチン接種が始まりますす

《
平
成

年
度
山
火
事
予
防
作
品
標
語
の
部
》
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『
そ
の
油
断

緑
の
森
が

灰
に
な
る
』

津
別
小
学
校
６
年
生

藤
井
典
子
さ
ん

網
走
南
部
森
林

管
理
署
長
賞

問い合わせ・申請先 産業振興課 林政・再生可能エネルギー推進グループ 緯76－2151（内線318）

津別町では、SGEC認証森林から産出される認証材の利用拡大を図るため、町内事業所の

SGEC－CoC認証取得に対し支援を行います。

森林管理認証（SGEC－CoC）取得に対して支援を行います

ロゴマーク

ɦ認証͈取得申請を

൦͈༷͉Ȃমஜに࠿̮

̮௖౴̩̺̯いȃ

申 請 に ຈ ါ ̈́ ੥ ႒

○所定の申請書 ○認証の取得（更新）申請書の写し

○認証の取得（更新）申請に係る経費の内訳が明記されている見積書の写し

○グループ認証の場合は、当該対象事業所に係る見積書の写し ○誓約書兼同意書

༞ ੩ 対 ય ৪

○個別取得または複数事業所によるグループで取得

をする事業所 ○町内に住所を有する事業所

○町税を滞納していない事業所

○関連する法令の規定に違反していない事業所

○町に対する債務を遅滞していない事業所

支 援 ඤ ယ

SGEC－CoC認証に係る審査に要する費用のうち

臼初回の認証審査費用（補助率１／２以内）

渦５年毎の更新審査費用（補助率１／２以内）が

対象です。

※毎年の定期審査費用は対象外です。

総務省・経済産業省・北海道・津別町（住民企画課企画グループ 緯７６－２１５１ 内線２４１）

調査票は、平成28年５月末日までにお届けします。回答は、調査
員に提出又はインターネット回答でお願い致します。
※くわしくは経済センサス‐活動調査キャンペーンサイトをご覧ください。

津別町の町有林（1,360ha）は、平成24年度にSGEC森林管理認証を取得しました。本町の森林の約85％を占め

る国有林・道有林も同様にSGEC森林管理認証を取得しており、町内の森林認証率は90％と高い比率です。

SGEC－CoC認証とは、適正に管理された認証森林から生産される木材等を、生産・流通・加工工程でロゴ・マーク

を付すなどして管理し、市民・消費者に届ける制度です。SGECとは、『緑の循環』認証会議の略語であり、我が国独自

の森林認証制度です。CoC認証（ChainofCustody）とは、認証材等の生産・加工・流通工程の管理認証をいいます。

消
費
者

認証機関に

より認証さ

れた森林 ֳ
CoC認証を取得した流通・加工業者

ֳ



対象者

【新設】 町内に新たに事業所を設置する。

既存事業所を取得して事業を継続する。

【増設又は改修】 町内事業所において、必要な施設

を増設又は改修する。

【起業者】 事業活動を行っていない方で、町内にお

いて新規に事業を開始する方

【投資額】 事業を開始するために取得する土地、施

設及び設備に要した費用

実施期間 平成２８年４月１日～平成３２年３月３１日

利用制限 実施期間中、１事業者１回限りの助成

申請に必要な物 所定の申請書

問い合わせ先 産業振興課商工観光グループ

（２階嘘番窓口）緯76－2151（内線256、315、258）

特産品販路拡大支援事業のお知らせ

悪徳商法の最新の手口など、暮らしに

役立つ情報をいち早く提供します。消費

者生活展をはじめ、リサイクル手芸用品、

料理教室など一年を通し様々な講座を開

催します。消費者協会の広報誌「すずら

ん」や道協会刊行の「北のくらし」「きら

めっく」など、生活に役立つ情報誌が配布

されます。年会費（個人）は1,000円で、ど

なたでも、いつでもすぐに入会できます。

問い合わせ先

美幌消費者協会 緯７２－０３６６

（美幌町栄町４丁目４－１ 地域振興セ

ンター内）

ଔૺ౜൚̥ͣの̤౶̵ͣࢫ࠲
保健福祉課健康推進担当では、子育てに関する相談や、体や

心に関する健康相談のほかに、訪問や健康教育を行いますので、

お気軽にご相談、またはご連絡をお待ちしております。

【健康推進保健師の担当地区】

担 当 自 治 会保 健 師

幸町、本町、東町、新町、高台、本岐、双葉、

沼沢、二又、木樋、恩根、大昭、布川、相生
向平 亮子

豊永、柏町、高台町、下美都、上美都、上里織田香奈恵

緑町、西町、旭町、東岡、活汲、岩富山本 幸恵

共和、達美町、下最上、上最上、西達美、達美、東達美渡辺 可愛

★栄養士：土井ゆかり

（担当地区に関係なく、栄養の相談や教室を担当します）

また、65歳以上の方の健康づくりや介護相談については、「地

域包括支援センター」の保健師の丸尾美佐、石崎佐枝子、介護

支援専門員の蒔田理香子、相内弥生、樋口大介がご相談に応じま

すのでよろしくお願いいたします。

問い合わせ先 保健福祉課健康推進担当 緯７６－２１５１

地域包括支援センター 緯７６－２１５８

こころの健康相談が
以下の日程で行われます
平成２８年度こころの健康相談日程表

１１月１６日（水）５月１８日（水）

１２月２１日（水）６月１５日（水）

１月１８日（水）７月２０日（水）

２月１５日（水）８月１７日（水）

３月１５日（水）９月２１日（水）

※すべて要予約１０月１９日（水）

毎月第３水曜日 午後１時３０分～３時３０分

場所 北見保健所（北見市青葉町6番6号）

方法 北見赤十字病院精神科 嶋田医師

及び北見保健所保健師との面接

予約・問い合わせ先

北見保健所 緯０１５７－２４－４１３７

美幌消費者協会会員募集！

町外への販路拡大のために見本市等に出展する町内企業を支援します

対象者 町内に事業所のある中小企業者

助成又は支援内容 出展小間料、出展小間装飾料、出展物輸送費の２分の１以

内（限度額20万円）、１企業１会計年度（４月から３月の間）１回助成

実施期間 平成２７年７月１日～平成３２年３月３１日（要・所定申請書）

問い合わせ先 産業振興課商工観光グループ（２階嘘番窓口）

緯76－2151（内線256、315、258）

助成又は支援内容（基本補助金）

補助金の
限度額

投資額に対する
補助金の額(率)

対象投資額事業所の区分
助成
区分

2,000万円10分の3とする。
ただし、起業者
の場合は、10分
の4とする

2,000万円
以上

集合住宅

新設
1,000万円観光施設

500万円300万円以上
販売施設、介護・福祉
施設、特定事業所

1,000万円

10分の3
とする

1,000万円以上生産施設
増設

又は

改修

500万円300万円以上
観光施設、販売施
設、介護・福祉施設

300万円100万円以上
上記事業所に係る機
械等設備のみの場合

加算措置 加算要件ごとに基本補助金の10分の１を加算

【要件】・雇用の拡大～新たに２名以上（雇用保険加入必須条件）

・空き店舗等の活用～購入又は賃貸で活用する場合

起業等振興促進事業のお知らせ
町内において新たに事業活動を行う方や

現在事業を行っている方を支援します

北海道労働局では、平成28年４月１日付けで新たに「雇用

環境・均等部」を設置し、男女ともに働きやすい雇用環境の実

現に向けた総合的な行政展開を図っていきます。

《実施する業務》

・男女雇用機会均等法、育児・介護休業法、次世代育成支援対

策推進法、女性活躍推進法等の雇用均等関係業務

・働き方改革、労働契約法、パワーハラスメント関係業務

・個別労働紛争に関する相談、労働相談業務 など

連絡先 北海道労働局雇用環境・均等部 緯011－788－7874

（札幌市北区北８条西２丁目 札幌第一合同庁舎９階）

年金ミニ知識
問い合わせ 戸籍・年金担当
緯76－2151 内線222、223

町では、みなさんが生活する中で起こる

心配ごとにお答えするため、よろず相談委

員を設置しています。行政相談委員など

から選ばれた４人のよろず相談委員が、み

なさんの悩みごとの相談を受け付けます。

下記の委員にご相談くださ

相談日 毎月１回（毎月の相談日を、広報つ

べつの裏表紙に掲載しています）

福井 眞知子（行政相談委員）

久保 利治（調停委員）

鷹觜 とし子（人権擁護委員）

中川 孝敏（民生児童委員）

（任期 平成26年４月１日から

平成29年３月31日まで）

問い合わせ先 住民企画課住民環境Ｇ

緯76－2151（内線216）

北海道労働局の組織を見直し
「雇用環境・均等部」を設置しました

▼年金を満額受け取れない方へ

国民年金制度は、20歳から60歳まで

の40年間の加入と納付状況によって年

金額が決定されます。過去に保険料の

未納や国民年金に加入していない期間

があると「満額」の年金を受け取ること

ができなくなります。

しかし、次の条件を全て満たす方は、

ご本人の申し出により、「任意加入制

度」で国民年金に再加入し、年金額を増

額することができます。

▼任意加入制度に加入できるのは、次

の陰～韻の全てに該当する方です

陰日本国内に居住する60歳以上65歳未満

隠老齢基礎年金の繰り上げ支給を受けて

いない

韻20歳から60歳までの年金保険料の納付

月数が480カ月未満

▼年金を受け取る権利のない方へ

また、昭和46年4月１日以前に生まれ

た方で、65歳まで加入しても年金を受け

取る権利がない方は、70歳まで加入でき

る「特例任意加入制度」もあります。

年金額を増やしませんか？

毎日の心配ごと、悩みごと
よろず相談委員にご相談ください
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上水道、簡易水道、下水道、農業集落排水の料金にかかる検

針・料金徴収業務を次の会社へ委託しています。各地域の担当

員をお知らせします。

委託先 水ｉｎｇ株式会社 北海道支店

検針・料金徴収員の担当地区については、４月１日現在の大

まかな区域です。各検針・徴収員は身分証明書を携帯しており

ます。不明な点がありましたら下記までご連絡ください。

問い合わせ先

建設課水道グループ 緯76－2151（内線253・254）

委託先 水ｉｎｇ株式会社北海道支店 津別管理事務所

（下水道管理センター内） 緯76－2848

津別市街地区

及び活汲地区

豊永及び高台の一部、

美都、上里地区

本岐地区 相生、大昭、布川地区

後藤 寛治さん

内田 憲造さん

上杉 猛晴さん 平川 伸二さん

佐藤 啓一さん

※ 上杉猛晴さ

んは、相生地

区の一部も担

当します。


